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理学療法による機能回復訓練

現
在
、
人
口
十
五
万
人
を
超
え
る
流
山
市
に
は
、
身
体

に
障
害
を
持
つ
方
や
知
的
障
害
を
持
つ
方
、
精
神
に
障
害

を
持
つ
方
約
四
千
五
百
人
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち

が
生
活
を
し
て
い
く
う
え
で
、
障
害
を
持
つ
、
持
た
な
い

に
か
か
わ
ら
ず
、
同
じ
市
民
と
し
て
共
に
ま
ち
づ
く
り
に

参
画
し
、
一
人
ひ
と
り
が
自
ら
の
生
き
方
を
選
び
、
決
定

で
き
る
社
会
を
共
に
築
い
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
地
域
社
会
を
築
い
て
い
く
た
め
に
は
、
障
害

を
持
つ
方
が
地
域
の
中
で
自
立
し
、
自
由
に
行
動
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
市
民
生
活
の
中
で
も
、
障
害
を
持

つ
方
の
参
加
や
利
用
を
考
え
た
配
慮
が
必
要
で
す
。
市
で

は
、
平
成
十
年
三
月
に
「
共
に
生
き
、
共
に
築
く
、
私
た

ち
の
ま
ち
―
流
山
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
た
「
市
障
害
者

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た

社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
十

四
年
三
月
に
こ
の
基
本
理
念
を
継
承
し
つ
つ
、
市
障
害
者

基
本
計
画
を
見
直
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

平
成
十
年
三
月
に
「
市
障
害
者

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
諸
施
策

を
推
進
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の

間
、
社
会
福
祉
基
礎
構
造
改
革
に

よ
る
社
会
福
祉
制
度
の
見
直
し
が

な
さ
れ
、
社
会
福
祉
法
、
身
体
障

害
者
福
祉
法
、
知
的
障
害
者
福
祉

法
な
ど
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
本

市
の
障
害
者
福
祉
の
分
野
に
お
い

て
も
、
平
成
十
五
年
度
か
ら
措
置

制
度
が
支
援
費
制
度
へ
移
行
す
る

こ
と
や
、
四
月
か
ら
精
神
障
害
者

福
祉
業
務
が
県
か
ら
市
に
移
管
さ

れ
た
こ
と
も
合
わ
せ
、
こ
れ
ら
新

た
な
障
害
者
福
祉
制
度
に
対
応
し

た
体
制
の
整
備
充
実
が
必
要
に
な

り
ま
し
た
。

ま
た
、
本
計
画
の
計
画
期
間

（
平
成
十
年
度
〜
平
成
十
六
年
度
）

の
中
間
年
を
迎
え
、
こ
の
間
の
進

捗
状
況
を
把
握
し
、
各
施
策
の
点

検
・
評
価
を
行
う
こ
と
が
必
要
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
本
計
画
の
基
本
理
念

を
継
承
し
つ
つ
、
前
期
計
画
期
間

（
平
成
十
年
度
〜
平
成
十
三
年
度
）

の
状
況
と
今
後
の
課
題
を
明
ら
か

に
し
、
社
会
状
況
の
変
化
と
各
種

の
制
度
改
革
の
動
向
を
踏
ま
え
な

が
ら
、
後
期
計
画
期
間
（
平
成
十

四
年
度
〜
平
成
十
六
年
度
）
に
お

い
て
、
よ
り
効
果
的
か
つ
実
効
的

な
計
画
推
進
が
図
れ
る
よ
う
策
定

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
障
害
者
基
本
計
画
は
、「
共

に
生
き
、
共
に
築
く
、
私
た
ち
の

ま
ち
―
流
山
」
の
実
現
を
目
指
す

こ
と
を
基
本
理
念
と
し
て
、
引
き

続
き
①
社
会
参
加
の
促
進
②
社
会

的
自
立
の
推
進
③
教
育
の
充
実
④

保
健
医
療
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

⑤
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
の
五
つ
の
目
標
を
設
定
し
、

推
進
す
べ
き
各
種
施
策
を
体
系
化

し
た
内
容
と
し
て
い
ま
す
（
図
１

参
照
）。

こ
の
五
つ
の
目
標
の
う
ち
、
特

に
今
年
度
か
ら
新
し
い
事
業
が
加

わ
っ
た
四
つ
の
施
策
に
つ
い
て
、

積
極
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。①

障
害
者
に
配
慮
し
た
住

ま
い
の
確
保
と
整
備

障
害
を
持
つ
方
が
安
全
で
快
適

な
生
活
を
送
る
と
と
も
に
、
介
護

者
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、

障
害
者
に
配
慮
し
た
住
ま
い
づ
く

り
を
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
障
害
を
持
つ
方
へ

の
ア
パ
ー
ト
提
供
者
の
呼
び
掛
け

を
行
い
、
提
供
・
協
力
者
の
登
録

制
度
の
導
入
を
図
る
と
と
も
に
、

民
間
団
体
と
提
携
し
、
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
や
生
活
ホ
ー
ム
、
福
祉
ホ

ー
ム
な
ど
の
ケ
ア
付
き
住
宅
の
整

備
に
努
め
ま
す
。

②
雇
用
、
就
労
の
場
の
確
保

障
害
を
持
つ
方
の
市
内
事
業
所

に
お
け
る
就
業
率
は
、
依
然
と
し

て
低
い
た
め
、
今
後
も
雇
用
を
促

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
の
一
つ
の
施
策
と
し
て
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
障
害
を
持
つ
方
の

就
労
の
場
、
市
民
と
ふ
れ
あ
い
の

場
と
し
て
オ
ー
プ
ン
を
予
定
し
て

い
る
「
障
害
者
の
店
」
の
開
設
を

支
援
し
ま
す
。

③
相
談
体
制
の
充
実

障
害
を
持
つ
方
が
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
、
日
常
生
活
用

具
の
給
付
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
、

健
康
、
就
労
等
の
幅
広
い
相
談
に

応
じ
ら
れ
る
相
談
体
制
の
整
備
を

図
る
と
と
も
に
、
今
年
の
四
月
か

ら
知
的
障
害
児
通
園
施
設
「
つ
ば

さ
学
園
」
に
お
い
て
、
療
育
相
談

事
業
を
開
始
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

五
月
か
ら
精
神
に
障
害
を
持
つ
方

に
対
す
る
専
門
家
に
よ
る
相
談
業

務
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
社

会
復
帰
の
促
進
に
向
け
て
、
相
談

支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

④
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

充
実障

害
を
持
つ
方
が
地
域
で
安
心

し
て
日
常
生
活
が
送
れ
る
よ
う
、

障
害
に
応
じ
た
各
種
在
宅
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
と
窓
口
部
門
の
連
携
強

化
を
図
り
ま
す
。
特
に
、
精
神
に

障
害
を
持
つ
方
に
対
す
る
在
宅
福

祉
施
策
も
、
新
た
に
実
施
さ
れ
る

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
、
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
居
宅
生

活
支
援
事
業
と
合
わ
せ
、
そ
の
業

務
の
中
心
が
身
近
な
市
町
村
に
な

る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対
応
し
た

受
け
入
れ
体
制
の
充
実
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
平
成
十
五
年
四
月
か

ら
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
措
置
制
度

か
ら
利
用
者
が
事
業
者
と
対
等
な

関
係
に
立
っ
て
サ
ー
ビ
ス
を
選
択

す
る
利
用
制
度(

支
援
費
制
度)

に
変

更
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、よ
り
一
層
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
に
関
す
る
相
談
や

支
援
体
制
の
整
備
を
図
り
ま
す
。

計
画
策
定
の
背
景

今
年
度
か
ら
始
ま
る

新
た
な
施
策

防災無線で夕方流れる｢家路｣のメロディーが、きょうから６時に流れます　□問総務課�７１５０－６０６７

　図1　施策の体系 

共
に
生
き
、
共
に
築
く
、
私
た
ち
の
ま
ち
―
流
山
（
基
本
理
念
） 

１ 社会参加の促進　 

（1）広報、啓発活動の推進 
（2）福祉教育の推進 
（3）社会参加活動の推進 
（4）文化、スポーツ活動の推進 

２ 社会的自立の推進（住まいと働く場の確保）　 

（1）障害者に配慮した住まいの確保と整備 
（2）日常生活の支援充実 
（3）雇用、就労の場の確保 
（4）自立活動する場の確保 
（5）相談体制の充実 
（6）ボランティア活動の促進 

３ 教育の充実　 

（1）保育、就学前教育の充実 
（2）学校教育の充実 
（3）卒業後の対応 

４ 保健医療福祉サービスの充実　 

（1）障害の早期予防と健康づくりの推進 
（2）在宅福祉サービスの充実 
（3）施設福祉サービスの充実 
（4）リハビリテーション体制の充実 
（5）保健医療福祉サービスの連携強化 

５ バリアフリーのまちづくりの推進　 

（1）移動、交通対策の推進 
（2）公共施設等のバリアフリー化の促進 
（3）防犯、防災対策の推進 
 

１　社会参加の促進　 

（1）手話通訳奉仕員 
（2）ガイドヘルパー 
（3）精神保健福祉ボランティア 

２　社会的自立の推進　 

（1）障害者向け市営住宅 
（2）グループホーム等 
（3）「障害者の店」 
（4）小規模福祉作業所 
（5）地域生活支援センター 
（6）相談体制等の充実 
　ケースワーカー 
　ピアカウンセラー 
　精神障害者相談員 
　就労指導員 

３　保健医療福祉サービスの充実　 

（1）在宅福祉サービスの充実 
　ホームヘルプサービス 
　デイサービス 
　ショートステイ 
（2）施設福祉サービスの整備促進 
　知的障害児通園施設（つばさ学園） 
　知的障害者通所更生施設（つつじ園）　 
　心身障害者福祉作業所（さつき園） 

重点施策の整備目標（数値目標） 
 　重点施策のうち、重要性が高いと判断される事業に

ついては、整備目標を設定し、市民や関係機関との協
力により、目標の達成を目指します。 

（現 状） 
5人 
15人 
― 

（目 標） 
20人 
50人 
10人 

（現 状） 
 

週5日 
週3日 

7日以内/1回 
 

30人 
53人 
40人 

（目 標） 
 

週5日 
週3日 

7日以内/1回 
 

30人 
90人 
50人 

（現 状） 
4戸 
5人分 
― 
2カ所 
― 
 
4人 
― 
― 
― 

（目 標） 
8戸 
20人分 
1カ所 
4カ所 
1カ所 
 
5人 
2人 
2人 
2人 

市
障
害
者
基
本
計
画
を
見
直
し

□問
社
会
福
祉
課

�
７
１
５
０
―

６
０
７
９

誰
も
が
生
き
生
き

暮
ら
せ
る
ま
ち
に



リサイクルプラザと
ごみ焼却施設

平成14年５月１日（水曜日） （２）第１０１７号

毎回好評の「ガレージセール」

を５月25日に、江戸川河川敷多

目的広場で開催します。市民に

よる出店数は250店を予定。持

ち寄られる品物は、書籍、衣類、

おもちゃ、食器、電化製品など

掘り出し物でいっぱいです。

この「ガレージセール」は、

ごみの減量や資源の有効利用を

目的に開かれており、市民にお

なじみのリサイクルイベントと

なっています。

▽日時＝５月25日�９時～14

市
職
員
を
募
集

平
成
14
年
７
月
１
日
採
用
予
定

工事が進む
リサイクルプラザと

ごみ焼却施設

平
成
十
四
年
度
七
月
一
日
採
用

予
定
の
市
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▽
採
用
職
種
／
採
用
予
定
人

員
＝
保
育
士
／
若
干
名
▽
受
験
資

格
＝
昭
和
48
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
57
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
者
で
、
保
育
士
の
資
格
を
取
得

し
て
い
る
も
の
▽
受
験
手
続
き
＝

試
験
申
込
書
（
市
指
定
用
紙
を
人

事
課
で
配
布
）
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
５
月
10
日
ま
で
に
原
則
と

し
て
本
人
が
人
事
課
へ
持
参
※
受

け
付
け
は
９
時
〜
17
時（
土
・
日
曜
、

祝
日
を
除
く
）
▽
第
１
次
試
験
日

程
／
内
容
＝
５
月
19
日
�
／
教
養

試
験
、
専
門
試
験
、
適
性
試
験
※

第
２
次
試
験（
面
接
な
ど
）の
案
内

は
、
第
１
次
試
験
合
格
者
に
通
知

□問
人
事
課
�
７
１
５
０
―

６
０

６
８

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
平
成
十

四
年
度
末
、
ご
み
焼
却
施
設
は
平

成
十
五
年
度
末
の
稼
動
を
目
指
し
、

工
事
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
お
よ
び
ご

み
焼
却
施
設
建
設
工
事
の
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
平
成
十

三
年
八
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日

の
市
議
会
臨
時
会
で
議
決
さ
れ
、

八
月
二
十
二
日
付
け
で
本
契
約
を

締
結
し
ま
し
た
。
以
来
、
施
工
業

者
と
協
議
し
な
が
ら
実
施
設
計
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、

関
係
地
権
者
の
方
々
や
地
元
自
治

会
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
造
成
工

事
な
ど
を
円
滑
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
お

よ
び
ご
み
焼
却
施
設
の
建
築
確
認

も
得
ら
れ
、
四
月
に
は
杭
打
ち
工

事
も
終
了
し
、
い
よ
い
よ
両
施
設

の
本
体
工
事
が
本
格
的
に
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

工
事
期
間
中
は
何
か
と
ご
迷
を

お
掛
け
し
ま
す
が
、
安
全
対
策
等

に
万
全
を
期
し
て
施
工
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
も
工
事
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

□問
ク
リ
ー
ン
施
設
建
設
課
�
７

１
５
０
―

６
１
２
６

いよいよ施設本体工事がスタート

時※雨天時は６月１日�に順延

▽場所＝江戸川河川敷多目的広

場

□問リサイクル推進課�７１５

０―６０８４

至野田 

至
南
流
山 

ガレージ 
セール会場 

流山8丁目 
交差点 

JR武蔵野線 至松戸 

至三郷 

県道松戸野田線 

江
戸
川 

通
行
の

妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
に

枝
葉
な
ど
剪
定
を

私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

道
路
。
普
段
、
何
気
な
く
利
用
し
て
い
ま
す
が
、

道
路
に
は
み
出
し
た
木
の
枝
や
民
家
の
生
け
垣
に

「
危
な
い
」
と
感
じ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

は
み
出
し
た
枝
葉
の
た
め
に
道
路
標
識
を
確
認

で
き
な
か
っ
た
り
、
対
向
車
や
自
転
車
な
ど
が

来
る
こ
と
を
予
測
で
き
な
い
場
合
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る
枝
葉
や
生
け

垣
な
ど
は
、
思
わ
ぬ
事
故
の
要
因
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
管
理
者
は
、
通
行
の
妨
げ

と
な
ら
な
い
よ
う
剪
定
な
ど
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

誰
も
が
安
全
に
そ
し
て
、
快
適
に
通
行
で
き

る
道
路
で
あ
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

□問
道
路
管
理
課
�
７
１
５
０
―

６
０
９
３

市税等の集中滞納整理を実施
～ 5月7日から31日まで ～

市税（市・県民税、固定資産税・都市計画税、軽自動車税等）

を滞納している世帯を対象に、今月７日から31日まで、市内全域

にわたり集中滞納整理を行います。

なお、期間中の２日間、市役所税制課で休日窓口を開設し、納

税の受け付けや納税相談を行います。

納税相談については、常時受け付けていますので、お気軽にご

相談ください。

【休日相談窓口の開設】

▽日時＝５月11日�・19日�９時～17時▽場所＝市役所税制課

□問税制課�７１５０―６０７２

平成14年度平
成
十
四
年
度
の
軽
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
、
四
月
一
日
現
在
の
所
有
者
に

賦
課
さ
れ
ま
す
。
納
期
限
は
五
月
三
十

一
日
で
す
。
納
税
通
知
書
は
五
月
十
日

に
発
送
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
身
体
障
害
者
等
が
所
有
す
る

軽
自
動
車
等
（
生
計
を
一
に
す
る
者
が

所
有
す
る
軽
自
動
車
等
を
含
む
）
に
つ

い
て
は
、
軽
自
動
車
税
の
減
免
対
象
と

な
り
ま
す
。
減
免
に
つ
い
て
は
、
納
期

限
の
七
日
前
（
五
月
二
十
四
日
）
ま
で

に
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

□問
市
民
税
課
�
７
１
５
０
―

６
０

７
３

軽
自
動
車
税
の

納
税
通
知
書
を

発
送

事
業
系
の
ご
み
は

集
積
所
へ
は

出
せ
ま
せ
ん

飲
食
店
や
事
業
所
な
ど
か
ら
出

た
ご
み
（
事
業
系
一
般
廃
棄
物
）

は
、
家
庭
ご
み
の
集
積
所
に
出
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
清
掃
事
務

所
「
清
美
園
」
に
直
接
持
ち
込
む

か
、
市
が
許
可
し
た
一
般
廃
棄
物

収
集
運
搬
業
者
に
依
頼
し
て
処
理

を
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
事
業
系
ご
み
の
分
別

の
徹
底
を
呼
び
掛
け
る
と
と
も
に
、

ご
み
の
集
積
所
を
巡
回
し
、
事
業

系
ご
み
が
出
さ
れ
て
い
た
場
合
に

は
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
７
１

５
０
―

６
０
８
４

お詫びと訂正
介護用品支給に関する３月1

日号の記載内容について、一部

誤りがありました。大変ご迷惑

をお掛けしました。お詫びして

訂正します。
訂正個所
4月からは、「別居でも現に介
護している家族を支給対象に追
加します。」とあるのを、「独居
高齢者本人も支給対象に追加し
ます。」に訂正し、支給対象要
件の記載のうち、「市民税が非
課税の高齢者を…」を「市民税
が非課税の世帯に属する高齢者
を…」に訂正します。
□問高齢者支援課�７１５０－
６０８０

※粗大ごみについては5月3日か
ら6日までは収集しません

期　　日 業　務　内　容

５／１�

５／２�

５／３�

５／４�

５／５�

５／６�

通常どおり
収集します

通常どおり収集します

収集しません

祝日のごみ収集
祝日も通常どおり、ごみを収集しています。
ごみを出す時間は、平日と同じ８時30分ま
でです。
ごみを出す場合は、集積所近くに住む方に
迷惑を掛けないようルールを守って出しまし
ょう。５月１日�から５月６日�までのごみ
収集は右表のとおりです。
□問清掃事務所�７１５４－５５０１

家 電
リサイクル法

不
用
に
な
っ
た
家
電
製
品
の

引
き
取
り
は
販
売
店
な
ど
へ

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
（
特
定

家
庭
用
機
器
再
商
品
化
法
）
が
、

平
成
十
三
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト

し
て
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
は
、
家

電
製
品
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
を
上

げ
る
こ
と
に
よ
り
、
資
源
を
有

効
活
用
し
、
環
境
問
題
を
改
善
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
の
対
象
と
な
る
家

電
製
品
は
、
洗
た
く
機
、
ブ
ラ

ウ
ン
管
式
テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
、

冷
蔵
庫
の
四
品
目
で
、
こ
れ
ら

を
処
分
す
る
場
合
に
は
、
粗
大

ご
み
と
し
て
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
処
分
す
る
場
合
に
は
、

①
買
い
替
え
の
と
き
に
販
売
店

に
引
き
取
り
を
依
頼
②
過
去
に

購
入
し
た
販
売
店
に
引
き
取
り

を
依
頼
③
家
電
回
収
協
力
店
に

引
き
取
り
を
依
頼
④
家
電
メ
ー

カ
ー
が
指
定
す
る
引
き
取
り
場

所
ま
で
自
己
搬
入
。

な
お
、
料
金
に
つ
い
て
は
い

ず
れ
の
場
合
も
有
料
（
表
１
参

照
）
と
な
り
ま
す
が
、
④
の
場

合
は
収
集
運
搬
費
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
（
表
２
参
照
）。

□問
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
�
７

１
５
０
―

６
０
８
４
／
清
掃
事

務
所
�
７
１
５
４
―

５
５
０
１

※リサイクル料金は大きさに関係なく、
一部のメーカーを除き同額です 

品　目 料　金 
（リサイクル料金＋収集運搬費）※税別 

２，４００円＋収集運搬費 

２，７００円＋収集運搬費 

３，５００円＋収集運搬費 

４，６００円＋収集運搬費 

洗たく機 

ブラウン管式テレビ 

エアコン 

冷蔵庫 

表1　料金表 

※自己搬入する場合には営業日や搬入方法など事前に指定引
き取り場所へ問い合わせを 

家電メーカー 事業所名 所在地・電話番号 

�やまたけ 
三郷営業所 

日本通運��
北千住支店�

沼南流通センター課�

埼玉県三郷市上彦名522 
�048－958－2381

沼 南 町 鷲 野 谷  
字宮後原1027－1�
�04－7193－3231

表2　近隣の家電メーカー指定引き取り場所 

A
グ
ル
ー
プ
 B
グ
ル
ー
プ
 

松下、東芝、ビク
ター、サムスンなど 

三菱、三洋、シャ
ープ、ソニー、日
立、フナイなど 
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義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
を
対
象
に
、
児
童

手
当
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

こ
の
手
当
は
、
随
時
申
請
を
受

け
付
け
し
て
い
ま
す
が
、
申
請
を

し
な
い
と
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、

対
象
に
な
る
方
は
忘
れ
ず
に
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
所

得
が
一
定
額
以
上
の
場
合
に
は
所

得
制
限
に
よ
り
、
児
童
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
（
下
表
参
照
）。

児
童
手
当
は
、
五
月
申
請
分
よ

り
新
し
い
年
度
に
な
り
ま
す
の
で
、

こ
れ
ま
で
、
児
童
手
当
を
受
給
し

て
い
な
か
っ
た
方
で
も
、
平
成
十

四
年
度
は
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る

と
き
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
現
在
受
給
中
の
方
に
は
、

六
月
中
旬
に
現
況
届
を
郵
送
し
ま

す
が
、
①
転
入
し
て
き
た
②
就
学

前
の
児
童
が
増
え
た
③
就
学
前
の

児
童
を
養
育
し
な
く
な
っ
た
④
退

職
に
よ
り
厚
生
年
金
等
か
ら
国
民

年
金
に
な
っ
た
―
―
な
ど
、
変
更

が
あ
っ
た
場
合
に
は
届
け
出
が
必

要
で
す
の
で
早
め
に
手
続
き
を
。

【
対
象
者
】

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養

育
し
て
い
て
、
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
な
い
方
で
、
所
得
限
度
額

を
超
え
て
い
な
い
方
。

※
出
生
届
を
市
外
に
出
さ
れ
た

方
は
申
請
を
忘
れ
ず
に

【
申
請
方
法
】

印
か
ん
と
申
請
者
（
養
育
者
）

名
義
の
貯
金
通
帳
を
持
参
し
、
市

役
所
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
最
寄

り
の
出
張
所
へ
。
た
だ
し
、
公
務

員
の
方
は
、
勤
務
先
で
申
請
を
。

い
か
が
で
す
か
。

▽
相
談
窓
口
／
対
象
／
電
話
番
号
＝

①
家
庭
児
童
相
談
室
／
子
ど
も
を
取
り

巻
く
家
庭
環
境
や
し
つ
け
な
ど
の
問
題

で
悩
み
の
あ
る
方
／
�
７
１
５
８
―

４

１
４
４
②
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ゆ
う
ゆ
う
」（
長
崎
保
育
所
内
）
／
育

児
の
不
安
や
悩
み
、
疑
問
な
ど
あ
る

方
／
�
７
１
４
４
―

７
９
２
６
③
児
童

相
談
所
（
柏
市
）
／
18
歳
未
満
の
子
ど

も
に
関
す
る
悩
み
の
あ
る
方
／
�
７
１

３
１
―

７
１
７
５

※
相
談
内
容
や
相
談
時
間
な
ど
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６

０
８
２

子
ど
も
へ
の
虐
待
に
関
す
る
報
道
が
、

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
毎
日
の
よ
う
に

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
対
す

る
暴
力
な
ど
が
し
つ
け
で
あ
る
か
、
虐

待
で
あ
る
か
が
議
論
さ
れ
ま
す
が
、
親

は
、
し
つ
け
の
つ
も
り
で
あ
っ
て
も
、

子
ど
も
自
身
に
と
っ
て
、
有
害
で
あ
れ

ば
「
虐
待
」
で
す
。
子
育
て
は
、
楽
し

い
こ
と
ば
か
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
時

に
は
、
疲
れ
た
り
、
イ
ラ
イ
ラ
し
て
子

ど
も
に
手
を
あ
げ
た
自
分
に
「
ハ
ッ
！
」

と
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
ん

な
積
み
重
ね
が
「
子
ど
も
虐
待
」
に
つ

な
が
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

子
育
て
の
悩
み
は
、
誰
も
が
同
じ
よ
う

に
抱
え
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
し
て
み
て
は

日
ご
ろ
の
イ
ラ
イ
ラ

子
ど
も
に
ぶ
つ
け
て
い
ま
せ
ん
か
？

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を
を

相　　談 日　　　　　時 場　　　所 問い合わせ 

市 民 相 談  市 民 相 談 室  

消 費 生 活 センター  

家 庭 児 童 相 談 室  

障 害 者 支 援 課  

ケ ア セ ン タ ー  

ケ ア セ ン タ ー  

心 の 健 康 相 談 室  

つ ば さ 学 園  

教 育 研 究 室  

平和台保育所�7158-1435／江戸川台保育所 
�7152-0648／向小金保育所�7174-8853

初 石 公 民 館  
南 流 山 セ ン タ ー  

勤 労 者 総 合 福 祉  
セ ン タ ー  

青少年指導センター 

法 律 相 談  

合 同 相 談  

不 動 産 相 談  

登 記 相 談  

市 政 相 談  

消費生活苦情相談 

子供悩みごと相談 

福祉住宅改善相談 

子 育 て 電 話 相 談  

心 配 ご と 相 談  

教 育 相 談  

青 少 年 相 談  

療 育 相 談  

酒 害 相 談  

悩 み ご と 相 談  
（ 人 権 ・ 行 政 ）  

高 年 齢 者 職 業 ・  
パ ー ト 相 談  

幼 児 こ と ば の  
相 談 室  

9：30～16：00毎週月～金曜 

10：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週火～金曜 

10：00～15：00毎週水曜 

９：00～16：30毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

９：00～16：00毎週月～金曜 

13：00～16：00毎月第4火曜 

18：00～21：00毎月第４金曜 

９：30～16：30毎週月～金曜 

９：00～11：30毎週土曜 

10：00～16：00

〃 〃 

〃 

同相談室 

同センター 
�7158-0999

�7150-6081

同相談室 
�7158-4144

同センター相談室 
�7155-5885

同センター相談室 
�7158-7830

同学園 

年 金 相 談  

�7154-4844

�7150-6081

�7150-6079

社会福祉協議会 

指導課 

障害者支援課 

社会福祉課 

�7159-4735

�7150-6105

障害者支援課 

交 通 事 故 相 談  

毎週火・木曜　13：00～16：00

13：00～17：00毎月第１水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

13：00～16：00毎月第２水曜 
※要電話予約 

税 務 相 談  

外 国 人 相 談  13：00～16：00毎月第４水曜 〃 

〃 

※予約は1週間前までに 

※4日・5日は除く 

子育て支援センターゆうゆう�7144-7926育 児 相 談  ９：30～16：30毎週月～金曜 

８：30～17：00毎週月～金曜 

毎週土・日曜 

江 戸 川 台 福 祉会館  

向 小 金 福 祉 会 館  13：00～16：00毎月第２日曜 

〃 

〃 

〃 

〃 

10：00～15：00毎週火曜 

※要電話予約 
10：00～15：0021日 

※要電話予約 

市 民 相 談 室  

東 部 公 民 館  

〃 

�7150-6110
国保年金課 

〃 

〃 

〃 

〃 

内　　容 期日・受付時間 場　　　所 備　　　考 

ハローベイビー 
妊娠5～8カ月の妊婦および夫対象。母子健康
手帳、筆記用具を持参。運動しやすい服装で 
※17日からの参加者は10日までに申し込みを 

も ぐもぐ教室  24日　10：15～10：30 23日　10：15～10：30
4～5カ月児の離乳食指導。母子健康手帳、器と
スプーンを持参。定員20人※先着順・要予約 

３ カ 月 児  
健 康 診 査  

カ ム カ ム  

21日・22日 
　　　12：45～13：45 保健センター  平成14年１月生まれの乳児対象 

1 歳 6 カ 月 児  
健 康 診 査  

14日・15日 
　　　12：45～13：45 保健センター  

7日・8日　12：45～13：45 保健センター  

乳幼児健康相談 

3歳児健康診査 

29日　13：00～14：00 保健センター  

平成12年10月生まれの幼児対象 

平成11年２月生まれの幼児対象 

発育などに心配のある乳幼児対象。母子健
康手帳を持参※要予約 

育 児 相 談  0歳～就学前児対象。母子健康手帳を持参 

むし歯予防教室 
13日・20日・28日 
※時間は申し込み者
に個人通知 

保健センター  
2歳2カ月児対象（28日は1・2回参加済みの幼
児対象）。1歳6カ月児健康診査時に申し込みを 

食 事 相 談  保健センター  生活習慣病などの食事指導を受けたい方対象。食事調査あり※要予約 

成人健康相談  
年齢・性別など不問。血圧測定や健康上の相
談など。健康手帳・検診記録カードを持っている
方は持参 

リハビリ教室  

13日・20日・27日 

8日・15日・22日・29日 

10：00～ 
水曜コース 

10：00～ 

保健センター  

保健センター  

疾病、加齢等により心身の機能が低下している
方（介護保険認定外者等）を対象に、日常生活
動作訓練等を実施※事前に問い合わせを 

療 育 相 談  23日 
整形外科的な心配のあ
る18歳未満の子ども対象。
母子健康手帳を持参 

アルコール問題を抱えている
本人や、その家族が対象。
医師による相談は要予約 

発 達 相 談  

心の健康相談  

女性クリニック相談 
23日 

首が座らない、歩かないなどの発
達の遅れが心配な0～1歳児対象。
母子健康手帳を持参※要予約 

ア ル コ ー ル  
悩みごと相談  20日 

精神病や神経症など、心の
病で悩んでいる方対象。医
師による相談は要予約 

10日・ 
17日・ 
24日 

14日・ 
21日 
 

思春期、人工妊娠中絶、不妊、
乳がん、子宮がん、更年期障
害の相談※要予約 

９日　９：30～10：30 
17日　９：30～10：30 
28日　９：30～10：30

保健センター  
東 部 公 民 館  
南流山福祉会館 

9～12カ月児対象。子どもの歯と食生活について。歯
ブラシ、おしぼりを持参。定員15組※先着順・要予約 キ ッ ズ  

南流山センター 31日　10：00～15：00

31日　  9：45～10：00 保健センター  

相談あんない 

保健あんない 

毎週月～金曜　９：00～17：00

※期日・受付時間欄に　　　　印のあるものは今月は開催しません。転入者などで個人通知が届かな
　い場合は保健センターへ問い合わせを 

柏  保  健  所 
�7167－1255〈       　  〉 

保健センター 
�7154－0331〈       　  〉 

�7158-1616

 

月曜コース 

10：00～15：00毎月第3水曜 
※要電話予約 

※要電話予約 

10：00～15：00毎月第3月曜 
※要電話予約 

保健センター  

保健センター  
南流山センター 

10日・17日・24日・31日 
　　　12：30～12：50

保健センター  10日　  9：30～11：30
東 部 公 民 館  16日　10：00～15：00

※17日は9：45～10：00

江戸川台福祉会館 24日　10：00～15：00

〃 

※いずれも場所は柏保健所。時間など詳細は問い合わせを 

毎週月～金曜 
※時間は申し込み者
に個人通知 

今月は開催しません 

心 の 健 康 相 談  �7150-6081
障害者支援課 

休日は、休日診療所をご利用ください。

▽場所＝保健センター内休日診療所（西初石４丁目）▽診療科目＝内

科、小児科、歯科▽受付時間＝９時～11時30分、13時～16時30分（歯科は

11時30分まで）※内科、小児科については、夜間は市内の医療機関が当番

制で診療。当番医はあらかじめ市消防本部�７１５８－０１１９で確認を

□問休日診療所�７１５５－３４５６

休日の救急医療

児童手当

対
象
と
な
る
方
は

忘
れ
ず
に
申
請
を

対
象
と
な
る
方
は

忘
れ
ず
に
申
請
を

【
申
請
期
間
】

児
童
手
当
の
申
請
は
随
時
受
け

付
け
て
い
ま
す
が
、
手
当
の
受
給

資
格
は
、
原
則
と
し
て
申
請
を
し

た
翌
月
か
ら
と
な
り
ま
す
。

□問
子
育
て
支
援
課
�
７
１
５
０

―

６
０
８
２

総所得＝年間収入金額（平成13年分）－必要経費－80,000円（社会保
険料等共通控除）－その他の諸控除 
※児童手当所得制限限度額は、法令の改正により変更されることがあります 
※特例給付所得制限限度額とは、所得制限限度額を超過されている場合
で厚生年金等に加入されている方が適用となります 

4，600，000円 
4，980，000円 
5，360，000円 
5，740，000円 
6，120，000円 
6，500，000円 

 

3，010，000円 
3，390，000円 
3，770，000円 
4，150，000円 
4，530，000円 
4，910，000円 

0人 
1人 
2人 
3人 
4人 
5人 

平成14年度児童手当所得制限限度額表 
扶養人数 所得制限限度額 特例給付所得制限限度額 

5月に行うポリオの予防接種
▽対象＝生後３カ月～７歳半未満児▽申し込み＝母子健康手帳と予診票を

持参し、直接会場へ※内臓に疾患がある場合には接種が受けられないことも

あります。事前に確認を

保健センター 

文化会館 

南流山センター 

東部公民館 

13時15分～ 
　　14時15分 
（接種開始は 
　　13時30分～） 

23日�、27日�、29日��

28日��

24日�、30日� �

31日� �

会　場 5月の実施日 受付時間 

□問保健センター�７１５４－０３３１

公園で元気に遊ぶ子どもたち



個性と能力が発揮できる社会へ
別にかかわりなく

平成14年５月１日（水曜日） （４）

仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
女
性
の
社

会
進
出
が
進
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
、
一
方
で
は
、「
男
は
仕
事
、

女
は
家
庭
」
と
い
っ
た
固
定
的
な
性
別
に
よ
る
役
割
分
担
意
識
が

根
強
く
残
っ
て
お
り
、
女
性
が
活
躍
で
き
る
場
や
参
画
の
機
会
は
、

ま
だ
十
分
と
は
い
え
な
い
の
が
現
状
で
す
。
性
別
に
か
か
わ
ら
ず
、

女
性
も
男
性
も
互
い
に
そ
の
人
権
を
尊
重
し
、
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
諸
施
策
を
総

合
的
・
体
系
的
に
推
進
す
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
、「
男
女
共
同
参
画

プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
」

が
平
成
十
一
年
六
月
に
施
行
さ
れ
、

男
女
共
同
参
画
社
会
の
形
成
に
向

け
た
基
本
理
念
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
地
方
公
共
団
体
の
男
女

共
同
参
画
施
策
の
具
体
的
な
策

定
・
実
施
の
責
務
が
明
確
に
な
り

ま
し
た
。

本
市
に
お
い
て
は
、
平
成
十
年

三
月
に
策
定
し
た
「
市
男
女
共
同

参
画
社
会
づ
く
り
ビ
ジ
ョ
ン
『
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
が
れ
や
ま
』」

を
、
平
成
十
二
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
市
基
本
構
想
」
に
位
置

付
け
し
、
同
構
想
の
実
現
の
た
め

の
「
基
本
計
画
」
の
中
で
、
男
女

共
同
参
画
に
関
す
る
プ
ラ
ン
の
策

定
を
明
確
に
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

「（
仮
称
）
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ

ン
骨
子
案
」
を
つ
く
り
、
市
民
の

意
見
等
を
素
案
策
定
の
中
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
ま
た
、
市
男
女
共

同
参
画
審
議
会
の
答
申
を
踏
ま
え

て
、
平
成
十
四
年
三
月
「
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
の
策
定
に
至

り
ま
し
た
。

【
プ
ラ
ン
策
定
の
趣
旨
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
、
行
政
が
と
る
べ
き
施
策

の
基
本
的
な
方
向
性
を
明
示
し
た

「
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
ビ

ジ
ョ
ン
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な

が
れ
や
ま
』」
を
受
け
て
、
本
市
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
形

成
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
・
体

系
的
に
推
進
す
る
た
め
「
市
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
ま

し
た
。

【
プ
ラ
ン
の
性
格
】

①
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

を
踏
ま
え
た
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
た

②
「
市
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く

り
ビ
ジ
ョ
ン
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

く
基
本
計
画
と
の
整
合
性
を
図
っ

た
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
た
④
国
お
よ

び
県
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る

計
画
を
勘
案
し
た
プ
ラ
ン
と
し
ま

し
た
⑤
少
子
・
高
齢
化
を
は
じ
め
、

社
会
経
済
環
境
の
変
化
に
伴
い
、

今
後
予
想
さ
れ
る
新
た
な
課
題
や

本
市
の
実
態
に
対
応
し
た
プ
ラ
ン

と
し
ま
し
た

【
プ
ラ
ン
の
期
間
】

平
成
十
四
年
度
か
ら
平
成
二
十

一
年
度
ま
で
の
八
年
間
の
プ
ラ
ン

皆
さ
ん
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

を
ご
存
知
で
す
か
。
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の

批
准
に
伴
い
、
平
成
11
年
に
男
女
の
差
別
を

な
く
し
、
男
女
平
等
な
ど
を
実
現
す
る
た
め

に
制
定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
こ
の
基
本
法
に

は
、
①
男
女
の
人
権
の
尊
重
②
社
会
に
お
け

る
制
度
や
慣
行
に
つ
い
て
の
配
慮
③
政
策
等

の
立
案
及
び
決
定
へ
の
共
同
参
画
④
家
庭
生

活
に
お
け
る
活
動
と
他
の
活
動
の
両
立
⑤
国

際
的
協
調
―
の
五
つ
の
基
本
理
念
が
あ
り
ま

す
。
政
府
も
、
自
治
体
も
、
企
業
も
、
私
た

し
く
知
っ
て
も
ら
お
う
と
、「
イ
ラ
ス
ト
で
学

ぼ
う
　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
パ
ネ
ル

展
」
を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
基
本
法
の
前
文
と

第
一
条
か
ら
第
二
十
条
ま
で
を
イ
ラ
ス
ト
入
り

で
や
さ
し
く
解
説
し
た
パ
ネ
ル
展
で
す
。
パ
ネ

ル
展
を
ご
覧
に
な
っ
て
、
ま
ず
、
私
た
ち
自
身

の
周
り
の
家
庭
や
地
域
、
学
校
や
職
場
な
ど
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
基
本
法
に
合
っ
て
い
る
か
ど

う
か
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
て
み
て

は
い
か
が
で
す
か
。
市
役
所
に
足
を
運
ん
だ
際

に
は
、
ぜ
ひ
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

＝

3

〜
4

別にかかわりなく
個性と能力が発揮できる社会へ

男女共同参画プランを策定

策
定
の
背
景

基
本
的
な
考
え
方 審議会の答申書を2月22日に市長

に提出

イラストで学ぼう

参画社会基本法パネル展
～24日に市民ギャラリーで

男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り 

 

Ⅰ  あらゆる分野への男女共同参画 

（※１）エンパワーメント…力をつけること。女性が政治、経済、家庭などのあらゆる分野で、自分たちのことは自分たちで決め、行動できるよう能力をつけ、パワーアップすること 

（※２）ジェンダー…「男は仕事、女は家庭」などといった社会的・文化的に形成された男女の性別のことで、考え方や行動、生き方を性別によって制約し、画一化するように作用すること。

　　　  「ジェンダー・フリー」とはジェンダーにとらわれないこと 

（※３）リプロダクティブ・ヘルス／ライツ…「性と生殖に関する健康・権利」と訳される。リプロダクティブ・ヘルスは、ライフサイクルを通じて個人（特に女性）の 

　　  健康の自己決定権を保障する考え方で、リプロダクティブ・ライツは、それをすべての人の基本的人権として位置付ける理念のこと。リプロダクティブ・ヘルス／ 

　　  ライツの中心的課題には、いつ何人子どもを産むか産まないかを選ぶ自由、安全で満足のいく性関係、安全な妊娠・出産、子どもが健康に産まれ育つことなどが含まれる 

１  政策・方針決定過程への女性の参画の推進 
�各種審議会等への女性の参画を図る 
�女性管理職の拡大を図る 
�女性のエンパワーメント　 を図る 

Ⅲ  男女共同参画にかかる環境整備の充実 

１  女性が働きやすい職場づくりのための環境整備の充実 
�セクシャル・ハラスメントのない 
　職場環境をつくる 
�職場における雰囲気、慣行等の見直しを図る 

２  男女が共に責任を担う育児における条件整備の充実 
�保育（学童保育）の内容の充実を図る 
�子育て支援の充実を図る 
�育児休業制度の普及促進を図る 

３  男女が共に責任を担う介護等における条件整備の充実 �女性だけでなく男性も共に介護・看護を担い、仕事との両立を図る �介護休業制度の普及促進を図る 

Ⅱ  男女平等意識の定着 

１  ジェン ダ ー・フリー 教 育 の 推 進 
�学校におけるジェンダー・フリー教育の推進を図る 
�固定的な性別役割分担意識にとらわれない職業観の育成を図る 
�家庭や地域におけるジェンダー・フリー教育の推進を図る 
�ジェンダーに敏感な視点を養うための情報提供や啓発を行う 

２  人権尊重の視点に立った性教育の推進 
�思春期における心と身体と性の問題に対する保健指導の充実を図る 
�人権尊重の視点に立った性に関する教育の充実を図る 

３  就労の場における男女平等意識の高揚 �就労の場における男女平等意識の高揚を図る �男女雇用機会均等法等の周知を図る 

４  女 性 の 人 権 の 尊 重 

�女性に対する暴力は人権問題であるという認識に立ち、対応の 
    充実を図る 
�女性問題に関する調査・研究を行う 
�男女平等の視点から行政の刊行物や事業の見直しを図る 
�メディアにおける性の情報と商品化の是正を図る 
�リプロダクティブ・ヘルス／ライツ（性と生殖に関する健康・ 
    権利)　  に関する意識の浸透を図る 

２  職業能力の開発と職域拡大の促進 

�雇用の場における機会の均等を図る 
�女性の能力開発と職域の拡大を図る 
�出産や育児を理由に退職した女性の就業機会の拡大を図る 
�農業等の自営業に従事する女性の経営・社会参画を促進する 
 
 

３  男女が共に家庭責任を担う意識の醸成 
�家庭における男女共同参画の促進を図る 
�講座等の開催条件の整備を図る 
�地域活動における男女共同参画の促進を図る 
 

※２ 

※3

※1 

経営課男女共同参画室
7150－6064



性別

（５） 第１０１７号

市
内
施
設
見
学
会
を
今
月
十
六

日
に
開
催
し
ま
す
。

私
た
ち
が
ふ
だ
ん
、
何
気
な
く

使
っ
て
い
る
水
や
家
庭
で
出
し
た

ご
み

―
な
ど
日
常
生
活
に
か

か
わ
り
の
あ
る
市
内
の
施
設
、
北

千
葉
浄
水
場
や
清
掃
事
務
所
な
ど

を
バ
ス
で
ぐ
る
り
と
見
学
し
ま
す
。

▽
期
日
＝
５
月
16
日
�
※
雨
天

高
齢
者
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

方
の
疑
問
や
不
安
、
意
見
に
耳
を
傾
け
、

利
用
者
と
サ
ー
ビ
ス
提
供
者
と
市
と
の
橋

渡
し
役
と
な
る
「
介
護
相
談
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

こ
の
「
介
護
相
談
員
」
は
、
介
護
サ
ー

ビ
ス
の
質
的
向
上
と
利
用
者
本
位
の
サ
ー

ビ
ス
を
実
現
し
、
介
護
保
険
制
度
の
円
滑

な
運
営
を
目
指
す
た
め
に
募
集
す
る
も
の

で
す
。
な
お
、「
介
護
相
談
員
」
の
方
に

は
、
必
要
に
応
じ
て
報
償
費
を
支
給
し
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

と
な
り
ま
す
の
で
、
熱
意
あ
る
方
の
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▽
主
な
活
動
内
容
＝
①
介
護
保
険
施
設

等
を
定
期
的
に
、
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
利

用
者
宅
も
訪
問
し
て
、
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の

相
談
を
受
け
、
管
理
者
や
従
事
者
と
意
見
交

換
を
す
る
②
利
用
者
が
求
め
る
サ
ー
ビ
ス

改
善
の
方
策
を
検
討
す
る
③
市
に
活
動
状

況
を
報
告
す
る
▽
応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の

20
歳
以
上
の
方
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
知
識

と
介
護
相
談
活
動
に
ふ
さ
わ
し
い
人
格
と
熱

意
が
あ
り
、
約
５
日
間
の
事
前
研
修
の
受
講

と
毎
月
２
回
活
動
が
で
き
る
方
※
現
在
、
介

護
保
険
指
定
事
業
所
等
に
所
属
し
て
い
る
方

を
除
く
▽
定
員
＝
３
人
（
選
考
）
▽
任
期
＝

委
嘱
日
か
ら
２
年
間
▽
応
募
方
法
＝
原
稿
用

紙
２
枚
（
８
０
０
字
）
程
度
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
応
募
の
動
機
と
介
護
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
の
意
見
や
か
か
わ
り
等
を
記
入

し
、
封
書
で
５
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒

２
７
０
―
０
１
９
２
流
山
市
役
所
高
齢
者
支

援
課
へ

□問
高
齢
者
支
援
課
�
７
１
５
０
―

６
０

８
０

七
月
二
十
七
日
に
文
化
会
館
で

第
五
十
二
回
流
山
市
民
芸
術
劇
場

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
国
際

文
化
交
流
コ
ン
サ
ー
ト
「
心
の
歌
、

世
界
の
名
曲
Ⅱ
」。
ド
イ
ツ
か
ら
弦

楽
合
奏
団
「
コ
レ
ギ
ウ
ム
・
ム
ジ

ク
ム
・
ウ
ル
ム
」
を
招
き
、
藤
原

歌
劇
団
の
鹿
野
章
人
さ
ん
と
ド
イ

ツ
の
ブ
レ
ー
メ
ン
州
立
劇
場
で
活

躍
す
る
声
楽
家
の
児
玉
洋
介
さ
ん

を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
市
音
楽
家
協

会
や
市
民
芸
術
劇
場
合
唱
団
・
児

童
合
唱
団
と
の
共
演
に
よ
る
名
曲

コ
ン
サ
ー
ト
を
お
お
く
り
し
ま
す
。

ぜ
ひ
、
ご
鑑
賞
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
＝
７
月
27
日
�
16
時

（
開
演
）
〜
▽
場
所
＝
文
化
会
館

【
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
】

▽
期
間
＝
５
月
12
日
�
〜
（
売

り
切
れ
次
第
終
了
）
▽
場
所
＝
文

化
会
館
、
各
公
民
館
・
南
流
山
セ

ン
タ
ー
（
月
曜
を
除
く
９
時
〜
16

時
30
分
）、
イ
ト
ウ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

シ
テ
ィ
（
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
流

山
店
内
）、
チ
ケ
ッ
ト
ぴ
あ
▽
料

金
＝
２
０
０
０
円
（
全
席
自
由
）

□問
生
涯
学
習
課
�
７
１
５
０
―

６
１
０
６

市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

悪
質
商
法
に
関
す
る
相
談
が
後

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
平
成
十
三
年

度
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
件
数
は
、

一
年
間
で
千
六
十
件
に
上
り
ま

し
た
。

悪
質
商
法
の
販
売
員
は
、
販

売
目
的
を
隠
し
、
巧
み
な
セ
ー

ル
ス
ト
ー
ク
を
武
器
に
消
費
者

に
近
づ
き
、
契
約
を
さ
せ
ま
す
。

最
近
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

関
連
の
ト
ラ
ブ
ル
や
お
年
寄
り

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
被
害
も

増
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
を
避

け
る
た
め
、
私
た
ち
消
費
者
も

悪
質
商
法
に
つ
い
て
知
っ
て
お

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意
】

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
悪
質
商
法
が
横
行

し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
国
際

電
話
を
か
け
た
覚
え
が
な
い
の

に
、
電
話
会
社
か
ら
電
話
料
を

請
求
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
、
何
か
の
ソ
フ
ト

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
た
め
に
、

契
約
し
て
い
る
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

へ
の
電
話
番
号
が
自
動
的
に
書

き
換
え
ら
れ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
接
続
す
る
と
、
海
外
の
ア

ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
に
つ
な
が
っ

て
し
ま
う
ケ
ー
ス
で
す
。
こ
の

よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い

た
め
に
は
、
①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
接
続
中
は
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン

ト
を
確
認
す
る
②
不
用
意
に
ソ

フ
ト
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い

③
国
際
電
話
を
使
わ
な
い
場
合

は
、
国
際
電
話
を
で
き
な
い
よ

う
手
続
き
を
取
る
―
―
な
ど
に

心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

【
お
年
寄
り
の
契
約
ト

ラ
ブ
ル
】

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
な

ど
を
狙
っ
て
訪
問
し
、
住
宅
の

耐
震
補
強
工
事
や
物
品
購
入
な

ど
の
契
約
を
迫
る
業
者
が
い
ま

す
。
中
に
は
、
そ
の
日
の
う
ち

に
工
事
を
し
て
し
ま
う
場
合
も

あ
り
ま
す
。
工
事
が
終
わ
っ
て

い
て
も
、
契
約
書
面
を
渡
さ
れ

た
日
か
ら
八
日
間
は
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
が
で
き
ま
す
の
で
、

書
面
で
申
し
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
原
状
回
復
す
る
こ
と
も

請
求
で
き
ま
す
。

【
内
職
商
法
に
も
注
意
】

内
職
商
法
に
関
す
る
苦
情
も

増
え
て
い
ま
す
。
電
話
や
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
、
新
聞
の
折
り

込
み
広
告
な
ど
で
「
自
宅
で
簡

単
に
高
収
入
」
と
う
た
い
な
が

ら
、
物
品
の
購
入
を
勧
め
た
り
、

代
理
店
の
登
録
料
を
払
わ
せ
た

り
す
る
ケ
ー
ス
で
す
。
電
話
や

広
告
の
「
自
宅
」
で
「
高
収
入
」

な
ど
の
言
葉
に
惑
わ
さ
れ
ず
、

物
品
の
購
入
な
ど
の
前
払
い
が

条
件
に
な
っ
て
い
る
場
合
は
注

意
が
必
要
で
す
。

□問
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
�
７

１
５
８
―

０
９
９
９
（
９
時
〜

12
時
、
13
時
〜
16
時
）

決
行
▽
集
合
場
所
／
時
間
＝
①
江

戸
川
台
駅
西
口
時
計
台
前
／
８
時

45
分
②
文
化
会
館
／
９
時
③
東

部
公
民
館
／
９
時
25
分
▽
見
学

先
＝
ナ
ー
シ
ン
グ
プ
ラ
ザ
流
山

（
老
人
保
健
施
設
）
―
流
山
工
業
団

地
―
清
掃
事
務
所
―
北
千
葉
広
域

水
道
企
業
団
▽
対
象
／
定
員
＝
市

内
在
住
の
方
／
30
人
（
先
着
順
）

▽
持
ち
物
＝
昼
食
、
筆
記
用
具
▽

申
し
込
み
＝
き
ょ
う
１
日
か
ら
電

話
で
秘
書
広
報
課
へ

□問
秘
書
広
報
課
�
７
１
５
０
―

６
０
６
３

公民館では、パソコンを使って、お気に入りの写真

やイラストを入れたカードや暑中お見舞いのハガキな

どを作る「はがき・カードづくり講習会」を開きます。

手作りの楽しいハガキやカードを作ってみませんか。

▽期日＝①６月８日�・15日�②６月22日�・29日

�▽時間＝いずれも13時30分～15時30分▽場所＝文化

会館▽対象／定員＝①一般／２0人②小学５年生～中学

３年生／20人※多数抽選▽参加費＝1000円（教材費）

▽申し込み＝往復ハガキに「はがき・カードづくり講

習会」参加希望、住所、氏名、年齢を明記し、５月15

日（必着）までに〒270―0176流山市加一丁目16―２流山

市文化会館へ

□問文化会館�７１５８―３４６２

パソコンでオリジナルの
「はがき・カード」を作ってみよう！

申し込みは15日までに

生かしてみよう　あなたの熱意
介護相談員を募集

②

男

参

社

り
ビ
ジ
ョ
ン
『
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
な
が
れ
や
ま
』」
を
受
け
、
本
市

の
男
女
共
同
参
画
施
策
推
進
の
基

本
と
な
る
プ
ラ
ン
と
し
ま
し
た
③

市
基
本
構
想
お
よ
び
こ
れ
に
基
づ

一
年
度
ま
で
の
八
年
間
の
プ
ラ
ン

と
し
ま
し
た
。
な
お
、
社
会
経
済

環
境
の
変
化
や
プ
ラ
ン
の
進
捗
状

況
に
応
じ
て
必
要
な
見
直
し
を
行

い
ま
す
。

す

政
府
も

自
治
体
も

企
業
も

私
た

ち
市
民
も
こ
れ
ら
五
つ
の
理
念
に
基
づ
き
男

女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
協
力
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

市
で
は
、
こ
の
法
律
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
詳

に
は

ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い

▽
日
程
／
時
間
＝
５
月
13
日
�
〜
24
日
�
／

８
時
30
分
〜
17
時
20
分
（
24
日
は
12
時
ま
で
、

土
・
日
曜
を
除
く
）
▽
場
所
＝
市
役
所
市
民

ギ
ャ
ラ
リ
ー

性別
浄
水
場
や
清
掃
事
務
所
な
ど

市
内
の
施
設
を
ひ
と
め
ぐ
り

〜
5
月
16
日
に
施
設
見
学
会
〜

5
月
は
消
費
者
月
間
　

国
際
文
化
交
流
コ
ン
サ
ー
ト

「
心
の
歌
、
世
界
の
名
曲
Ⅱ
」

12
日
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
を
発
売

北
千
葉
浄
水
場
も
見
学
コ
ー
ス
に

施
設
を
訪
問
し
、
お
年
寄
り
の
相
談
を
受

け
る
介
護
相
談
員

流山市民
芸術劇場

「コレギウム・ムジクム・ウルム」
弦楽合奏団

「消費者保護基本法」が、昭和43

年５月に制定されたのを記念して、

５月を「消費者月間」と定め、全国

各地でさまざまな催しが行われます。

本市でも、悪質商法の手口などを

紹介したパネル展を開催します。

▽日時＝５月７日�～10日�９時

30分～16時▽場所＝初石公民館

□問商工課�７１５０―６０８５

5月7日～10日

初石公民館でパネル展

イラ

男女共同参
5月13日～

□問企画経
�7
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★印のあるものは市主催のものです 

講
座
・
講
演

子
ど
も
会
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ

ー
大
会
（
市
子
連
主
催
）

▽
日
時
＝
６
月
22
日
�
９
時
〜

▽
場
所
＝
市
民
総
合
体
育
館
▽
対

象
＝
市
内
小
学
３
〜
６
年
生
（
１

チ
ー
ム
６
人
以
上
）
▽
申
し
込

み
＝
５
月
13
日
ま
で
に
電
話
で
青

少
年
課
へ

□問
青
少
年
課
�
７
１
５
０
―

６

１
０
７

「
ど
ろ
ん
こ
塾
Ⅰ
　
科
学
工
作

教
室
」

▽
日
時
＝
５
月
26
日
�
８
時
15

分
（
集
合
）
〜
▽
場
所
＝
県
立
現

代
産
業
科
学
館
（
市
川
市
）
※
集

合
場
所
は
流
山
青
年
の
家
▽
対

象
／
定
員
＝
小
学
４
年
生
〜
中
学

３
年
生
／
30
人
（
先
着
順
）
▽
内

容
＝
科
学
工
作
実
習
な
ど
を
通
し

て
科
学
へ
の
理
解
を
深
め
、
モ
ノ

づ
く
り
の
楽
し
さ
を
体
験
▽
持
ち

物
＝
昼
食
、
水
筒
な
ど
▽
参
加

費
＝
１
０
０
０
円
（
材
料
費
、
映

画
鑑
賞
代
な
ど
）
▽
申
し
込
み
＝

児童館・センター
開催時間や申し込み方法など
の詳細は、各児童館・児童センタ
ーへお問い合わせください

今月の催し物

駒 木 台 児 童 館
�７１５４－４８２１

会　　場 日　程　・　催　し　物

５／25�
江戸川台児童センター
�７１５４－３０２６

向小金児童センター
�７１７３－９３２０

思井児童センター
�７１５９－５６６６

十太夫児童センター
�７１５４－５２５４

野々下児童センター
�７１４５－９５００

赤城児童センター
�７１５８－４５４５

ベイブレード＆缶こま
大会

輪投げ大会

５／７�
～11�

母の日のプレゼント作り

５／11� ドッジボール大会

ドッジボール大会

５／10� さつま芋の苗植え

５／11� エアーホッケー大会

★
女
性
学
級

【
女
性
の
た
め
の
生
き
が
い
プ

ラ
ン
づ
く
り
講
座
】

▽
日
時
＝
５
月
18
日
〜
６
月
29

日
（
い
ず
れ
も
土
曜
、
全
８
回
）

10
時
〜
12
時
※
最
終
回
は
、
13
時

30
分
〜
15
時
30
分
▽
場
所
＝
文
化

会
館
▽
テ
ー
マ
＝
あ
な
た
に
と
っ

て
の
生
き
が
い
っ
て
？
▽
対
象
／

定
員
＝
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人

女
性
／
40
人
（
多
数
抽
選
）
▽
参

加
費
＝
無
料
▽
申
し
込
み
＝
ハ
ガ

キ
に
「
女
性
の
た
め
の
生
き
が
い

プ
ラ
ン
づ
く
り
講
座
」
希
望
、
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

明
記
し
、
５
月
９
日
（
必
着
）
ま

で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流
山

市
加
一
丁
目
16
―
２
流
山
市
文
化

会
館
へ
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
申
し
込
み

可
【
子
育
て
マ
マ
の
自
己
尊
重
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
】

▽
日
時
＝
５
月
29
日
〜
７
月
17

日
（
い
ず
れ
も
水
曜
、
全
８
回
）

10
時
30
分
〜
12
時
30
分
▽
場
所
＝

南
流
山
セ
ン
タ
ー
▽
テ
ー
マ
＝
も

っ
と
自
分
を
好
き
に
な
る
た
め
に

▽
対
象
／
定
員
＝
市
内
在
住
・
在

勤
の
乳
幼
児
（
２
歳
〜
就
学
前
児
）

を
子
育
て
中
の
女
性
／
15
人(

多
数

抽
選)

▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
ハ
ガ
キ
に
「
子
育
て
マ
マ
の

自
己
尊
重
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座
」

希
望
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

子
ど
も
の
名
前
・
年
齢
月
齢
・
性

別
を
明
記
し
、
５
月
14
日
（
必
着
）

ま
で
に
〒
２
７
０
―

０
１
７
６
流

山
市
加
一
丁
目
16
―
２
流
山
市
文

化
会
館
へ
※
フ
ァ
ッ
ク
ス
申
し
込

み
可□問

文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３

４
６
２
�
７
１
５
８
―

３
４
４
２

★
身
体
障
害
者
の
た
め
の
料
理

講
座こ

の
講
座
は
、
手
軽
で
簡
単
に

で
き
る
料
理
講
座
で
す
。

▽
日
時
＝
５
月
14
日
�
10
時
〜

13
時
▽
場
所
＝
初
石
公
民
館
▽
対

象
＝
市
内
在
住
の
身
体
障
害
者
手

帳
を
お
持
ち
の
方
▽
内
容
＝
季
節

を
楽
し
む
料
理
①
豚
し
ゃ
ぶ
と
野

菜
の
ポ
ン
酢
味
②
ニ
ラ
と
い
り
卵

の
か
ら
し
醤
油
あ
え
③
か
ぼ
ち
ゃ

白
玉
の
椀
物
④
牛
乳
寒
▽
参
加

費
＝
７
０
０
円
▽
持
ち
物
＝
エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
▽
定
員
＝
20
人(

先

着
順)

▽
申
し
込
み
＝
５
月
10
日
ま

で
に
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

□問
市
身
体
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ

ー
�
７
１
５
５
―

３
６
３
８
�
７

１
５
３
―

３
４
３
７

★
危
険
物
取
扱
者
保
安
講
習
会

▽
期
日
＝
７
月
５
日
�
▽
対

象
／
時
間
＝
①
給
油
取
扱
所
／
９

時
20
分
〜
12
時
50
分
②
そ
の
他
の

事
業
所
／
13
時
10
分
〜
16
時
40
分

▽
場
所
＝
我
孫
子
市
民
会
館
▽
受

講
料
＝
４
７
０
０
円
（
県
収
入
証

紙
）
▽
申
し
込
み
＝
予
防
消
防
課
、

消
防
署
、
各
分
署
で
配
布
し
て
い

る
所
定
の
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
５
月
27
日
か
ら
31
日
ま
で

に
消
防
本
部
予
防
消
防
課
へ

□問
予
防
消
防
課
�
７
１
５
８
―

０
１
１
９

★
ペ
ン
習
字
教
室

▽
日
程
／
時
間
＝
５
月
14
日
〜

７
月
16
日
の
毎
週
火
曜
（
全
10

回
）
／
10
時
〜
12
時
▽
場
所
＝
流

山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
▽
対

象
／
定
員
＝
勤
労
者
と
市
民
（
学

生
、
前
回
受
講
者
を
除
く
）
／
20

人
（
多
数
抽
選
）
▽
費
用
＝
１
０

０
０
円
（
教
材
費
）
▽
持
ち
物
＝

デ
ス
ク
ペ
ン
、
ノ
ー
ト
▽
申
し
込

み
＝
５
月
７
日
�
10
時
に
流
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
窓
口
で
受
け

付
け□問

流
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

�
７
１
５
５
―

５
７
０
１

東
洋
学
園
大
学
「
公
開
教
養
講

座
」▽

日
時
＝
５
月
11
日
〜
12
月
14

日
（
８
月
を
除
く
、
い
ず
れ
も
第

２
土
曜
、
全
７
回
）
13
時
〜
15
時

▽
場
所
＝
東
洋
学
園
大
学
（
鰭
ケ

崎
）
▽
内
容
＝
「
国
際
化
の
時
代

を
生
き
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
公

開
講
座
▽
定
員
＝
１
０
０
人
（
先

着
順
）
▽
受
講
料
＝
無
料
（
資
料

代
等
２
０
０
０
円
自
己
負
担
）
▽

申
し
込
み
＝
電
話
で
東
洋
学
園
大

学
へ□問

東
洋
学
園
大
学
事
務
部
�
７

１
５
０
―

３
０
０
１

★
臨
時
職
員
（
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
）
の
募
集

▽
勤
務
内
容
＝
老
人
保
健
法
に

基
づ
く
機
能
訓
練
の
指
導
▽
勤
務

日
／
勤
務
時
間
＝
月
・
水
曜
／
９

時
30
分
〜
15
時
30
分
▽
勤
務
地
＝

保
健
セ
ン
タ
ー
▽
募
集
人
員
＝
各

１
名
▽
応
募
資
格
＝
理
学
療
法
士
、

作
業
療
法
士
の
資
格
を
持
つ
方
※

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
を

□問
保
健
セ
ン
タ
ー
�
７
１
５
４

―

０
３
３
１

調
理
師
試
験

▽
日
時
＝
７
月
18
日
�
14
時
〜

16
時
▽
場
所
＝
幕
張
メ
ッ
セ
（
千

葉
市
）
▽
願
書
受
付
＝
５
月
20
日

〜
22
日
▽
願
書
配
布
＝
柏
保
健
所

で
、
願
書
受
付
前
日
ま
で
配
布

□問
柏
保
健
所
�
７
１
６
７
―

１

２
５
５

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
の
募
集

▽
活
動
内
容
＝
日
常
生
活
の
範

囲
内
で
、
河
川
に
関
し
て
得
た
情

報
を
河
川
管
理
者
に
連
絡
▽
委
嘱

期
間
＝
７
月
１
日
か
ら
２
年
間
▽

応
募
資
格
＝
河
川
よ
り
約
５
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
以
内
に
居
住
の
満
20
歳

以
上
の
健
康
な
方
▽
手
当
＝
月
額

４
５
８
０
円
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
を□問

国
土
交
通
省
江
戸
川
工
事
事

務
所
�
７
１
２
５
―

７
３
１
９

資
格
・
求
人

大
会
・
試
合

そ
の
他

５／７�
（毎週火曜）

５／11�

乳幼児期の子どもを持つ方の出会いと交流の場
子育てサロン

▽日時＝①５月10日②５月24日（いずれも金曜、10時30分～12時）

▽テーマ＝①超簡単にできるおやつをみんなで楽しみましょう！②

コカリナとリコーダーアンサンブルの世界へ！▽費用＝①50円（材

料費）②無料

□問文化会館�７１５８－３４６２

５
月
11
日
か
ら
18
日
ま
で
の
９
時

か
ら
16
時
の
間
に
電
話
で
流
山
青

年
の
家
へ

□問
流
山
青
年
の
家
�
７
１
５
９

―

２
０
０
４

視
覚
障
害
者
の
た
め
の
「
更
生

援
護
相
談
室
」
の
設
置

▽
内
容
＝
視
覚
に
障
害
を
持
つ

方
に
対
す
る
適
切
な
助
言
や
生
活

指
導
、
点
字
の
指
導
な
ど
▽
開
設

期
間
＝
平
成
15
年
３
月
31
日
ま
で

▽
相
談
日
時
＝
毎
週
水
曜
10
時
〜

16
時
（
た
だ
し
、
８
月
14
日
・
21

日
、
12
月
25
日
、
１
月
１
日
・
８

日
を
除
く
）
▽
場
所
＝
県
視
覚
障

害
者
福
祉
協
会
（
四
街
道
市
）

□問
県
視
覚
障
害
者
福
祉
協
会
�

０
４
３
―

４
２
１
―

５
１
９
９

手
賀
沼
環
境
教
室

▽
日
時
＝
①
５
月
18
日
②
６
月

１
日
（
い
ず
れ
も
土
曜
、
13
時
〜

16
時
）
▽
テ
ー
マ
＝
①
手
賀
沼
の

プ
ラ
ン
ク
ト
ン
②
手
賀
沼
周
辺
の

自
然
観
察
▽
場
所
＝
手
賀
沼
親
水

広
場（
我
孫
子
市
）▽
対
象
／
定
員
＝

高
校
生
以
上
の
方
／
35
人
（
先
着

順
）
▽
参
加
費
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
電
話
で
手
賀
沼
親
水
広
場
へ

□問
手
賀
沼
親
水
広
場
�
７
１
８

４
―

０
５
５
５

我 孫 子 市
我孫子野鳥を守る会創立30周年記念講演会
▽日時＝５月12日�13時30分～15時▽場所＝手
賀沼親水広場｢水の館｣▽講師＝山岸哲さん（	山
階鳥類研究所所長）▽参加費＝無料▽定員＝130
人（先着順）▽申し込み＝当日直接会場へ
□問我孫子野鳥を守る会事務局�７１８７－２２２２

野 　 田 　 市
つつじまつり
▽期間＝～5月6日（月）▽場所＝清水公園▽内
容＝約２万本のつつじが、色とりどりの花を咲か
せます
□問野田市観光協会�７１２３－１０８５

鎌 ケ 谷 市
日本ハムファイターズ「イースタンリーグ戦」
▽日程＝5月5日
～29日�全10試合▽時間＝全
試合13時～▽場所＝日本ハムファイターズタウン
鎌ケ谷▽入場料＝大人1000円、子ども500円
□問日本ハムファイターズタウン鎌ケ谷�０４
７－４４６－５５８６

このコーナーは、近くの
まちで行われる催し物の情
報を皆さんにお知らせする
ため、毎月掲載しています。
近くまで出かけたときな
どに「ぶらっ」と立ち寄っ
てみてはいかがですか。

第29回松戸市こども祭り
▽日時＝５月３日
10時～15時※雨天の場合は
４日に順延▽場所＝21世紀の森と広場∇内容＝子
どもみこし、ミニＳＬ、ステージショーなど
□問こども課�０４７－３６６－７４６４

【手工芸作品展１日�～31日�】
市文化協会手工芸部の作品を展示します。
【四季の花々展７日�～10日�】

「薫風」をテーマに市文化協会華道部の作品を展示
します。

市民ギャラリー今月の展示

松 　 戸 　 市

～ 児 童 館 ボ ラ ン テ ィ ア 講 習 会 ～
児童館・児童センターの野外活動などで、ボランティア活動のできる

方を募集しています。

講習会に奮ってご参加ください。詳細については、各ブロックの児童

館・児童センターに問い合わせください。

5／15�　オリエンテーション＆ゲーム 
5／29�　ウオークラリー 
5／15�　ウオークラリーを楽しもう 
5／25�　21世紀の森へ「ザリガニつりに行こう」 
5／ 8�　オリエンテーション＆ゲーム「子どもの遊び」 
5／30�　ハイキング「運河を歩こう」 

東ブロック 
（向小金、野々下） 

南ブロック 
（思井、赤城） 

北ブロック 
（駒木台、江戸川台、十太夫） 

月　の　講　習　会　日　程　表 

※各ブロックの（　　）は、児童館・児童センター名 

▽日程＝５月10日�10時～16時▽場所＝江戸

川台駅西口▽献血のできる方＝16歳～69歳の健

康な方（ただし、65歳以上の方は、60歳から64

歳までに献血経験がある方）※献血手帳がある

方は持参

□問保健センター�７１５４－０３３１

献 血 に ご 協 力 を
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※
必
ず
住
所
・
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い

俳句

水
見
壽
男
　
選
　
（
流
山
市
東
深
井
865
‐
111
）

短歌

武
田
静
江
　
選
　
（
流
山
市
松
ケ
丘
４
‐
505
‐
90
）

詩

小
林
稔
　
選
（
流
山
市
前
平
井
88
‐
7
）

チャリティー舞踊発表会（市文化協会舞踊部
主催、市教委後援）＝５月12日�10時～、文化
会館。入場無料□問中新田�７１７４－７５９４
流山フィルハーモニー交響楽団第24回定期演
奏会＝６月９日�13時30分（開場）～、文化会
館。入場料700円（前売500円）、中学生以下無
料□問流山フィルハーモニー交響楽団事務局�７
１５４－６８３０
柏芳会展（水墨画）＝５月５日
～11日�10
時～17時※11日のみ15時まで、柏の葉公園（柏
市）。入場無料□問古座�７１５２－５３８１
｢歌とお話の会｣（南天の木主催）＝５月18日
�13時30分～15時30分、江戸川台東自治会館。
入場無料□問南天の木�７１５５－７４５０
脚本家の心を打った輝いている人達（ふるさ
とキャラバン脚本家石塚克彦）（都市農業と市
民の会主催）＝５月25日�14時～15時30分、松
戸市民劇場（松戸市）。入場無料□問吉田�７１
５８－２０７３
あじさい短歌大会（流山市短歌連盟主催）＝
６月30日�13時30分～16時30分、北部公民館。
申し込みは、５月31日までに住所、氏名、電話
番号、詠草（１首）を明記し、詠草料1000円（定
額小為替）を添えて〒270－0141流山市松ヶ丘
４－505－90武田へ□問武田�７１４８－２８１０
チャリティーコンサート「川畠成道ヴァイオ
リンリサイタル｣（草原の会主催、市教委後
援）＝６月８日�14時30分～16時30分、森のホ
ール21（松戸市）。入場料2000円～（全席指定）
□問衣川�７１４５－６８９１
春の山野草展（流山愛草会主催）＝５月11日
�・12日�９時～16時、初石公民館。入場無料
□問鈴木�７１５２－０３０６

ケナフの種まき（流山ケナフの会主催）＝５
月11日�９時30分～11時30分※雨天の場合は、
5月12日�に順延、ケナフ畑（加472番地）。参
加費無料□問畠山�７１５９－０６６４

イ　ベ　ン　ト

サ　ー　ク　ル
市体育協会空手道部＝毎週日曜9時～13時、

市民総合体育館□問張ケ谷�７１５８－３９３３
なごみ会（煎茶道）＝第１・３火曜14時～17
時、主に駒木台福祉会館□問小倉�７１５２－４
００４
平尾ミュージック（カラオケ）＝毎週月曜10
時30分～12時30分、第3コミュニティホーム□問

竹村�７１５３－０５８６（18時以降）
少林寺拳法流山同好会＝毎週火･木曜19時～
21時、八木北小学校□問石井�７１５４－３７０４
「ヨーガ･足心道」の会＝毎週水曜10時～12
時、主に赤城福祉会館□問吉武�７１５８－６８４６
スイート・ハート（社交ダンス）＝毎週金曜
20時～22時、駒木青年館□問田中�７１５４－６
７５２
流山体操クラブ（器械体操）＝第1・３土曜
13時～16時、市民総合体育館。小学１年生以上
対象（高齢者は除く）□問伊原�７１５８－１４７３
流山木彫の会＝第1・３土曜13時～15時、い
こいの家□問磯部�７１５２－１４３２　
外国人講師による英会話＝毎週水曜19時～21
時、南流山センター□問梶原�７１５９－２２１
６
流山市フィットネスクラブ＝①中部…毎週火
曜、市民総合体育館②東部…毎週水曜、市民総
合体育館③南部…毎週木曜､主に南流山福祉会
館④北部…毎週金曜､森の図書館ほか。いずれ
も9時30分～11時□問中村�７１５８－３３９３
日中水墨画研究会＝第２・４木曜10時～12

時、さわやかちば県民プラザ（柏市）□問橋本�
７１５２－８３４８
淑女会（洋裁）＝毎週金曜９時30分～、南流
山センター□問高橋�７１５９－３７６２
ワイ　ワイ（バドミントン）＝毎週火・金曜
19時～21時、勤労青少年ホーム□問上林�７１５
９－９４４４
初心者向エアロビクスサークル＝毎週水曜９
時30分～10時30分、南流山センター□問北浦�７
１５９－３６５８
50歳からの健康体操＝毎週水曜10時30分～11
時５0分、南流山センター□問宮下�７１５４－
６１５１

利
根
運
河
花
ひ
ら
ひ
ら
と
水
の
上
　
　
　
　

野
　
々
　
下

杉
浦
　
　
栄

蝌
　
か
へ
る
理
科
教
室
の
日
当
り
に
　
　
　

松
　
ケ
　
丘

吉
沢
秀
ひ
ろ

五
官
ま
だ
覚
め
ぬ
三
寒
四
温
か
な
　
　
　
　

向
　
小
　
金

関
口
　
條
山

春
愁
や
診
察
券
の
ま
た
増
へ
し

松
　
ケ
　
丘

瀬
下
　
猛
男

望
郷
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
や
鳥
雲
に
　
　
　

西
　
初
　
石

石
戸
谷
貞
夫

【
評
】
一
句
目
　
利
根
運
河
の
駅
近
く
は
、
両
岸
は
花
の
並
木
道
。
花
の
頃
の
風
景
は
花

一
色
に
彩
ら
れ
る
。
散
る
花
が
一
片
二
片
と
水
の
面
に
花
筏
を
な
す
様
子
は
格
別
の
趣
が

あ
る
。
二
句
目
　
か
と
は
お
玉
杓
子
、
蛙
の
子
で
あ
る
。
校
庭
の
池
が
そ
の
ま
ま
教
室
。

お
玉
杓
子
の
群
泳
ぐ
影
が
快
い
日
当
と
な
る
。
三
句
目
　
三
寒
四
温
は
春
な
ら
で
は
の
季

題
。
寒
さ
温
か
さ
を
繰
返
し
な
が
ら
春
は
五
官
に
し
っ
と
り
と
浸
透
し
て
く
る
。
四
句
目

ま
さ
に
春
愁
の
基
は
こ
ん
な
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
些
事
と
言
え
ば
些
事
、
し
か
し
些
事
な

ら
ぬ
こ
と
が
春
愁
の
一
因
で
あ
る
。
五
句
目
　
鳥
雲
は
、
春
渡
り
鳥
が
北
へ
帰
る
頃
の
曇

空
を
い
う
。
そ
ん
な
雲
間
に
帰
る
鳥
た
ち
が
、
吸
い
込
ま
れ
る
よ
う
に
消
え
る
。
ト
ラ
ン

ペ
ッ
ト
の
音
色
が
望
郷
と
重
な
る
。

在
り
し
日
に
妻
の
揃
え
し
食
器
棚
十
年
過
ぎ
る
も
そ
の
ま
ま
に
置
く

西
　
初
　
石
　
岡
田
正
五
郎

夢
の
な
か
ば
頭
撫
で
ら
れ
目
覚
め
た
り
怒
る
ま
の
な
き
猫
の
や
わ
ら
手

前
　
ヶ
　
崎
　
今
平
　
勝
子

背
伸
び
し
て
健
康
ク
ラ
ブ
の
ダ
ン
ス
習
う
老
い
の
は
か
な
さ
少
し
の
喜
び

向
　
小
　
金
　
佐
藤
　
桃
里

【
評
】
岡
田
氏
　
刻
一
刻
と
時
は
流
れ
る
が
、
大
切
な
想
い
出
と
瞬
時
の
息
遣
い
が
、
一
首
の

中
に
統
一
さ
れ
、
食
器
棚
の
具
象
は
妻
へ
の
慕
情
と
し
て
感
得
さ
れ
、
余
情
を
切
り
捨
て
事

実
の
み
の
温
か
い
人
間
性
が
露
呈
さ
れ
た
。
今
平
氏
　
デ
リ
ケ
ー
ト
な
心
理
を
微
妙
に
、
自

然
に
出
る
吐
息
の
よ
う
な
素
朴
さ
で
、「
頭
撫
で
ら
れ
」「
や
わ
ら
手
」
は
淡
く
も
な
つ
か
し

い
ペ
ッ
ト
の
存
在
を
描
写
し
て
お
り
効
果
的
、
又
語
法
上
三
句
切
れ
、
体
言
止
め
は
安
定
し

た
作
り
方
で
あ
る
。
佐
藤
氏
　
初
句
「
背
伸
び
し
て
」
に
触
発
さ
れ
て
複
雑
な
心
境
に
至
り

得
た
自
己
認
識
、
老
境
故
の
萎
縮
と
悔
し
み
を
、
常
識
の
枠
か
ら
の
挑
戦
と
し
て
、
隠
さ
れ

た
作
者
の
飛
躍
を
祈
り
た
い
。

私
の
道

西
初
石
　
岡
田
　
正
五
郎

思
い
出
は
山
ほ
ど
あ
る
の
に

思
い
出
せ
な
い

思
い
出
し
た
く
も
な
い

故
里
だ
っ
て
あ
る
の
に

帰
り
た
く
も
な
い

帰
っ
て
み
た
と
て
　
語
る
友
は
ひ
と
り
も
い
な
い

希
望
の
花
が
咲
い
た
時
も

あ
っ
た
の
に
　
実
ら
な
か
っ
た
ま
ま
で

長
く
て
短
か
っ
た
八
十
八
年
の
旅
よ

短
く
て
長
い
ほ
ん
と
う
の
旅
が

険
し
い
落
差
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
現
在

そ
れ
が
私
の
道

【評】比喩としてではなく、人生は旅そのものである。

時計の刻む時間と、それと異なる心の中を流れてい

る時間とが交差し、様々な感慨を起こさせもする。

八十八歳の高みから見る前方の道は険しい下り坂で

あり、足のすくむ思いがするのではないだろうか。

私たちはそれぞれに授けられた、たった一人だけの

道を歩んでいるのである。

労
災
・
職
業
病
な
ん
で
も
相
談

会
▽
日
時
＝
５
月
11
日
�
13
時
〜

16
時
▽
会
場
＝
ア
ミ
ュ
ゼ
柏
（
柏

市
）
▽
費
用
＝
無
料
▽
申
し
込

み
＝
当
日
直
接
会
場
へ

□問
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
�
０

４
３
―

２
２
５
―

４
５
６
７

松
戸
栄
暮
ら
し
の
無
料
相
談

▽
内
容
／
日
程
＝
①
介
護
相

談
／
５
月
13
日
�
・
27
日
�
②
税

務
相
談
／
５
月
７
日
�
・
21
日
�

③
年
金
相
談
／
５
月
９
日
�
・
23

日
�
④
法
律
相
談
／
５
月
14
日

�
･
28
日
�
・
31
日
�
⑤
資
産
形

成
／
５
月
８
日
�
・
10
日
�
・
11

日
�
・
16
日
�
・
22
日
�
・
25
日

�
・
29
日
�
・
30
日
�
▽
時
間
＝

各
相
談
…
10
時
〜
15
時
▽
会
場
＝

松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン
タ
ー

（
松
戸
栄
郵
便
局
）
▽
申
し
込
み
＝

電
話
で
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ

ン
タ
ー
ヘ

□問
松
戸
栄
暮
ら
し
の
相
談
セ
ン

タ
ー
�
０
４
７
―

３
６
０
―

６
６

１
２「

第
15
回
全
国
健
康
福
祉
祭
福

島
大
会
（
う
つ
く
し
ま
ね
ん
り
ん

ピ
ッ
ク
２
０
０
２
）」
出
場
選
手
の

募
集▽

開
催
日
＝
10
月
19
日
〜
22
日

▽
募
集
期
間
＝
５
月
中
旬
ま
で
▽

参
加
資
格
＝
県
内
在
住
で
60
歳
以

上
（
昭
和
18
年
４
月
１
日
以
前
生

ま
れ
）
の
方
※
募
集
種
目
等
詳
細

は
問
い
合
わ
せ
を

□問
	
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
財

団
長
寿
課
�
０
４
３
―

２
２
１
―

７
４
４
８

市観光協会では「第31回観光写真コンクール」の写真を
募集しています。
一眼レフカメラなど本格的なものではなく、コンパクト
カメラやレンズ付フィルムで撮影したものでもＯＫ。お気
軽にご応募ください。
▽テーマ＝①流山市の四季折々の美しい風景やイベント、
まつり等を被写体としたもので、観光宣伝に効果のあるも
の②「姉妹都市（福島県相馬市・長野県信濃町）を訪ねて」
（姉妹都市に関する写真で被写体は自由）※いずれも平成13
年７月以降に撮影した自作品で未発表のもの▽応募規格＝
カラープリント４ツ切り判（ペーパーサイズ254㎜×305㎜）
※４ツ切りワイド判・デジタルカメラ不可▽応募締切＝平
成14年６月28日（必着）▽応募方法＝所定の応募票（商工
課で配布）または自作の応募票に題名、撮影場所・日時、
住所、氏名、年齢、電話番号を明記して応募作品の裏面に
張り〒270―0192流山市役所商工課内・観光協会事務局へ※
１人３点まで応募可
□問商工課�７１５０―６０８５

市民伝言板
このコーナーに掲載を希望する方は秘書広報

課、各公民館、南流山センター、森の図書館、各
福祉会館、市民総合体育館にある掲載申込書に必
要事項を記入のうえ、掲載希望号の１カ月前（イ
ベント掲載希望者のみ）までに秘書広報課に提出
を。なお、掲載する内容はイベント名・サークル
名、開催日時・場所、問い合わせ先です。また、
内容の確認は当事者間でするようにお願いしま
す。
□問秘書広報課�７１５０－６０６３
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世界の頂点を目指す
矢竒雄大さん

原
稿
は
直
接
選
者

へ
お
送
り
く
だ
さ

い

aaaaaaaaaaaaaaa

aaaaaaaaaaaaaaa

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

a
a

つくばエクスプレス建設工事に伴う
交通規制にご協力を

現在、南流山駅周辺でつくばエクスプレ
スの建設工事が進められておりますが、引
き続き下図の区間等で交通規制が行われま
す。工事期間中は大変ご迷惑をお掛けしま
すが、ご協力をお願いします。
□問日本鉄道建設公団関東支社東葛飾鉄道
建設所�７１４１－８８０９

南
流
山
駅 

通行止箇所（出入口工事） 
夜間交互交通規制箇所（シールド工事） 
ロータリー形態変更箇所（シールド関連工事） 
至三郷 

至新松戸 

ファミリー 
レストラン 

書店 

駅前ロータリー 

至新松戸 

至流山橋 

H14.4初～H14.9末 
H14.5中旬～H14.12末（夜間20：00～6：00） 
H14.5末～H15.12末 

東
深
井
の
矢
竒
雄
大
さ
ん
は
、

四
月
七
日
に
行
わ
れ
た
全
日
本
選

抜
体
重
別
柔
道
選
手
権
大
会
の
九

十
キ
ロ
級
で
見
事
優
勝
し
ま
し
た
。

一
月
に
行
わ
れ
た
日
本
国
際
柔
道

大
会
に
続
い
て
の
優
勝
で
す
。
お

父
さ
ん
の
勧
め
で
小
学
校
４
年
生

か
ら
柔
道
を
始
め
、
高
校
時
代
か

ら
数
々
の
輝
か
し
い
成
績
を
残
し

て
い
る
矢
竒
さ
ん
は
、
現
在
、
明

治
大
学
の
四
年
生
。
今
や
日
本
柔

道
界
の
ホ
ー
プ
と
な
っ
た
矢
竒
さ

ん
の
得
意
技
は
、
寝
技
と
大
内
刈

り
。
好
き
な
言
葉
は
、「
必
死
の
力
、

必
死
の
心
」。「
柔
道
だ
け
で
な
く
、

何
事
に
も
力
の
限
り
ぶ
つ
か
っ
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
力
強

く
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
す
で
に
、

八
月
に
ス
イ
ス
で
行
わ
れ
る
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ
と
九
月
に
韓
国
で
行

わ
れ
る
ア
ジ
ア
大
会
の
日
本
代
表

に
も
選
ば
れ
て
お
り
、「
大
会
に
照

準
を
合
わ
せ
、
悔
い
の
な
い
よ
う

が
ん
ば
り
ま
す
」
と
語
る
こ
と
ば

に
気
迫
と
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

や ざき ゆう た

Vol.1
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流山市役所 
秘書広報課 
�7150-6063

〒270-0192

地域の話題を 
おしえてください 

元気いっぱい新1年生
期 待 と 不 安 を 胸 に

四
月
九
日
、
市
内
の
十

五
小
学
校
に
、
千
三
百
四

十
八
人
の
新
一
年
生
が
入

学
し
ま
し
た
。
入
学
式
が

始
ま
る
前
の
教
室
で
は
、

お
兄
さ
ん
や
お
姉
さ
ん
た

ち
が
、
新
入
生
の
緊
張
を

ほ
ぐ
す
た
め
に
、
一
緒
に

歌
を
歌
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
入
学
式
で
は
、
み
ん

な
が
温
か
く
迎
え
て
く
れ

た
の
で
、
気
持
ち
も
や
わ

ら
ぎ
、
か
わ
い
い
笑
顔
も

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

お
お
き
な
鯉
に
大
は
し
ゃ
ぎ

空
を
見
上
げ
る
園
児
た
ち

4月15日、子どもの日に先がけて、流山幼稚園で園児たち
が鯉のぼりを揚げました。この鯉のぼりは、4月に市内の方か
ら寄贈されたものです。子どもたちは、長さ5メートルもある
大きな鯉のぼりを手に取って、驚いたり、喜んだり。順番に鯉
のぼりに触れたあと、全員で鯉のぼりを揚げ、風に乗り鯉たち
が大空を元気に泳ぐのをしばらく見上げていました。

福 祉 作 業 所 「 初 石 工 房 」 が オ ー プ ン
―社 会 参 加 の 窓 口 拡 大 ―

こ
の
ほ
ど
、
精
神
障
害
者
小

規
模
作
業
所
「
初
石
工
房
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
の
施

設
は
、
精
神
に
障
害
を
持
つ
方

の
社
会
参
加
の
た
め
の
作
業
訓

練
や
生
活
指
導
を
行
い
、
日
常

生
活
の
自
立
や
社
会
へ
の
適
応

性
な
ど
を
養
う
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。
作
業
は
、
主
に

靴
下
の
袋
詰
め
が
中
心
で
す
。

運
営
は
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
「
自
立
サ
ポ
ー
ト
ネ
ッ
ト
流

山
」
が
行
っ
て
お
り
、
多
く
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
同
法
人
で
は
、
皆
さ

ん
の
善
意
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

公
民
館
で
は
、
命
の
大
切
さ
、
人
と
人
の
つ
な
が
り
を

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
考
え
よ
う
と
、
�
流
山
青
年

会
議
所
と
共
催
で
開
催
す
る
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
サ
ン
キ
ュ

ー
命
を
あ
り
が
と
う
」
に
出
演
す
る
子
ど
も
た
ち
を
募
集

し
ま
す
。
こ
の
「
サ
ン
キ
ュ
ー
命
を
あ
り
が
と
う
」
は
、

徳
島
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
徳
島
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
劇
団

「
ぴ
い
た
あ
ぱ
ん
」
が
全
国
各
地
で
公
演
し
て
い
る
も
の

で
、
舞
台
は
未
来
の
学
校
で
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
と
向

き
合
っ
て
ば
か
り
の
子
ど
も
た
ち
は
、
他
人
に
無
関
心
で

自
己
中
心
的
。
人
間
ら
し
い
心
を
持
っ
た
ロ
ボ
ッ
ト
と
の

交
流
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は
、
次
第
に
命
の
大
切
さ
と

思
い
や
り
を
取
り
戻
し
て
い
き
ま
す
。

あ
な
た
も
舞
台
に
立
っ
て
、
夏
休
み
の
楽
し
い
思
い
出

を
一
緒
に
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
公
演
日
＝
８
月
３
日
�
▽
場
所
＝
文
化
会
館
▽
募
集

人
員
＝
小
学
３
〜
６
年
生
20
人
程
度
（
簡
単
な
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
あ
り
）
※
練
習
は
６
月
初
旬
か
ら
▽
申
し
込
み
＝

往
復
ハ
ガ
キ
に
、「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
・
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

参
加
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

し
、
５
月
20
日
（
必
着
）
ま
で
に
〒
２
７
０
―
０
１
７
６

流
山
市
加
一
丁
目
16
―
２
流
山
市
文
化
会
館
へ

□問
文
化
会
館
�
７
１
５
８
―

３
４
６
２
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ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
出
演
し
ま
せ
ん
か

夏
休
み
の
思
い
出
に
プ
ロ
劇
団
と
共
演
を

5月19日は「さつきの茶会」で
市教育委員会では、流山市茶道親和会と共催で

「さつきの茶会」を開催します。風情ある日本庭園

を眺めながら、心豊かなひとときを過ごしてみま

せんか。

【日時】５月19日�10時～15時

【場所】一茶双樹記念館

【茶券】2000円（２席・入館料を含む）※茶券は、

一茶双樹記念館、生涯学習課で販売

□問生涯学習課�７１５０－６１０６


